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上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。また私的使用に該当する場
合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。
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編集
後記

　今月号から新しい編集委員会の体制で皆様に「臨床
泌尿器科」をお届けします。「臨床泌尿器科」の編集
委員は 3 名で，投稿いただいた論文のすべてを全員が
査読しております。郡　健二郎教授と藤岡知昭教授が
定年により退官されたのを機に編集委員を辞されまし
た。郡先生，藤岡先生，長年にわたりありがとうござ
いました。新しい編集委員として日本医科大学の近藤
幸尋教授と福島県立医科大学の小島祥敬教授をお迎え
しました。どうぞよろしくお願いします。
　私が編集委員に就任したのは，2007 年 9 月でした。
右も左もわからない私を優しく指導していただき，今
日に至っております。編集会議でのご指導は多岐にわ
たりました。魅力あるトピックの取り上げ方，原稿の
質をいかに向上させるかなど，編集に必要な多くのこ
とを学ばせていただきました。編集作業を通して，泌
尿器科学の範疇を超えて，学問への真摯な態度，社会
との接点，医師としての生き方などについても学ばせ
ていただきました。毎月の編集委員会が楽しみなのも，
お 2 人の先生の豊かなお人柄に垣間見えるリーダー
としてのあり方，新鮮なものの考え方など，模範とな
る多くのことを学べたからです。これからも迷った時
は，教わったことを根拠に決断していきます。
　郡編集長は，学問に必要なものは広範な知識，応用
力，継続とおっしゃいました。泌尿器科学は診療科と
しては決して大きいものではありませんが，学問の範
疇としては，腫瘍学，内分泌代謝学，免疫学，発生学，
神経生理学など，広範囲におよびます。医学あるいは

医療全体を俯瞰し，注目した課題を掘り下げることに
よって本質を見抜くプロセスを学ばせていただきまし
た。「応用力」も広範な学問に対する興味があってこ
そ可能ですし，面白いと感じるからこそ「継続」でき
るのだと理解しました。
　外科系の学問である泌尿器科の別の側面として，「職
人性」があります。豊富な経験を通してこそものが言
える，伝えることができる。藤岡先生の豊かなお人柄
と一体となった職人ともいえる考え方と技量にも敬服
いたしました。狩猟が趣味の先生から，仕事と私生活，
つまりオンとオフは不分離であるからこそ充実した人
生が歩める事を知りました。狩猟の「基地」である八
幡平の別荘にまた遊びにいかせて下さい。お 2 人の先
生のようにありたいと憧れても，実現は難しいことは
承知しています。しかし，努力はできると考えていま
す。編集顧問として引き続きご指導をよろしくお願い
します。
　2 人の先生が辞され，私のみが継続して委員を勤め
させていただきますので，不安であることは否めませ
ん。教わったことを糧として，2 人の新進気鋭の教授
のお力を借りてより良いものを作っていきたいと考え
ております。ご投稿をいただいた貴重な原稿をより良
いものにすること，泌尿器科学の広さと深さを過不足
なく皆様に伝えることを目標として努力していく所存
です。引き続き読者の皆様のご指導とご愛読をよろし
くお願い申し上げます。
 （大家基嗣）
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